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取扱説明書 

お買い上げいただきありがとラございまず。 

卜故化 I 電気製品は安全のためのま意事項を守5ないと、 
以白で I 火災や人身事故になることがあ0ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の 
取り扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラ 
え、 製品をま全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでわ見5れるところに必ず保管して 
<ださし、。 
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么警告まをのために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちがった 
使いかたをすると、火災や感電などによ0人身 
事故になることがあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守りください。 


を全のためのを意事項を守る 


この「安全のために」のを意事項をよくお読みくだ 
さい。 


定期的に点検ずる 


1年に一度は、 AC パワーアダプターのプラグ部と 
コンセントとの間にほこりびたまっていないか、 
故障したまま使用していないか、などを点検して 
<ださい。 


故障した6使わない 


動作びおかし < なったり、 AC ノ くワーアダプターな 
どが破損しているのに気づいた5、すぐにお買い 
上げ店またはソニーサービス窓□に修理をご依頼 
<ださい。 


万一、異常び起きた S 



今〇電源を切る 

© AC パワーアダプター 
をコンセントか目巧 
< 

包ソニーの 相談窓口ま 
たはお買い上げ店、 
ソニーサービス 窓 □ 
に修理を®頼ずる 


警告表示の意味 

取扱説明書おぶび製品では、次の 
よつな表 7 K をしています。表术の 
内容をよく理解してから本文をお 
読みください。 


齡危闻 

この表示の注意事項を守らないと、火 
災•感電•漏液■発熱-破裂などによ 
り死 t や大けびなどの人身事故が生じ 
ます。 


垃警告 1 

この表あの注意事項を守らないと、火 
災-感電などにより死 t や大けがなど 
人身事故の原因となります。 


怪^注意 I 

この表示の注意事項を守らないと、感 
電やその他の事故によりけびをしたり 
周辺の家財に損害を与えたりすること 
があります。 


注意を促す記号 

A A A 

'ま意 义災 感電 

行為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 接姑禁止 

分解禁止 めれ手禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 运 

指示 フラグをコン 

セントから巧く 
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- 1 A A 下記のま意事項を守らないと 义災. 

IA 危険 1 /み\ / へ 感電 •発熱•発义にょり巧亡ゃ 

火《 感電 大けが! の原因となりまず。 


指定なかの AC パワーアダプターを使わない 

必ず指定の AC パワーアダプターを使用してくださ 
い。 

破裂や過熱などにより、火災やけび、周囲の巧損の原 
因とな0ます。 


0 

禁止 

义の中に入れない 


0 

禁止 

分解しない 

故障や感電の原因となります。内部の点検および修理 
はソニーの相談窓口またはお買い上げ店、ソニーサー 
ビス窓口にご依頼く ださい。 

分解禁止 

編 

义のそばや炎天下などへ放置しない 


0 

禁止 
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Ag¥] Ss A 

火災 感雷 


下記のを意事項を守 5 ないと义巧* 

感電•発熱•発义によりやけどや 

大けが i の原因となりまず。 


内部に化や異物を入れない 


水や異物び乂ると火災や感電の原因にな D ます。万 
一、 水や異物び入ったときは、すぐに使用を中止し、 
AC バワーアダプターをコンセントから巧いて、お買 
い上げ店またはソニーサービス窓□にご相談くださ 



し)。 


雷び鳴 D だした5、 
貼!れない 

感電の原因となります。 


AC パワーアダプターに^ 

接触禁止 



めれた手で AC パワーアダプターをさわ5な 
い 

感電の原因となることびあります。 



本なや AC パワーアダプターを巧団などでお 
おった：扶態でほわない 

熱びこちってケースび変あした D 、 火災の原因となる 
ことびあります。 
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1 A >' i 0| 下記のを意事項を守6ないとけ 占 1をしたり周巧の 家が に 

1一''一 1 損害を 与えたりずることがありまず。 


はじめか6ボリユームを上げすぎない 

突然大さな音び出て耳をいためることびあります。ボ 

U ユームは徐々に上げましょう。とくに、ミニデイス 
ク、 CD や DAT など、雑音のかないデジタル機器を聞 
くとさにはごミ主意ください。 

0 

禁止 

通電中の AC パワーアダプターや製品に長時 
巧ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低温やけど 
の原因になることびあります。 

0 

禁止 

本機を航空機巧で使わない 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となる 
おそれがあります。 

0 

禁止 

本機を医療機器の巧<で巧わない 

電波びむ臓ペース;< ーカーや医療巧電気機器に影響を 
与えるおそれげあります。満員電車などの遲雑した場 
所や医療機関の屋内では使わないでください。 

0 

禁止 

本機をむ臓ペースメーカーの装着部位か6 

22 cmW 上謎す 

電波によりペース; <- カーの動作に影響を与えるおそ 
れびあ 0 ます。 

A 

を 意 
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1 A '' 壬 ±1 下記のを意事項を守 6 ないとけかをしたり周边の家巧に 

心ェ'亩 '1 損害を与えたりずることびありまず。 


本機を自動ドア、 义災 報知おなどの自動制御 
機器の巧<では使わない 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となる 
おそれびあ 0 ます。 

禁止 

長時巧使用しないとまは AC パワーアダプ 
夕一を巧< 

長時間使用しないときは、安全のため AC バワーアダ 
プターをコンセント占、6抜いてください。 

€ 

3ラグをコン 
セントか6抜く 

お手入れの隐、 AC パワーアダプターを巧< 

AC； くワーアダプターを差し込んだままお手入れをする 
と、感電の原因となることびあります。 

C 

つラグをコン 
セントから巧く 



Bluetooth 機釉こごいて 


機器認定について 

本機は、電波法に基づくル電カデータ通信システムの無線設備として、認証を受けて 
います。従って、本機を使用するとをに無線局の免許は必要ありません。 

ただし、段下の事項を行ラと法律に罰せ5れることびあります。 

• 本機を分解/改造すること 
• 本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと 


周液数について 

本機は 2.4 GHz 帯の 2.4000 GHz か 52.483 日 GHz まで使用できますび、他の無線 
機器も同じ周波数を使っていることびあります。他の無線機器との電波干渉を防止す 
るため、下記事項にを意してご使用ください。 


本機の使用上のま意事 I 具 

本機の使用周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯では電子レンジ等の産業- 
科学•医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等で使巧される免 
許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定のル電力無線局、アマ 
チユア無線局等（政下「他の無線局」と略す）び運巧されています。 

1. 本磯を使用する前に、近くで r 他の無線局」が運用されていないことを確認 
して < ださい。 

2. 万一、本機と r 他の無線局」との間に電波干渉び発生した場合には、速やか 
に本機の使用場所を変えるか、または機器の運巧を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. 不明な点その他お困 0 のことび起きたときは、ソニーの相談窓口までお問 
い含わせください。ソニーの相談窓□については、本取扱説明書をご賣く 
ださい。 


2 4 F H 1 この無線機器は 2.4 GHz 帯を使巧します。変調ち式として 

::I FH-SS 変調ち式を採用し、ち干渉距離は 1 日 m です。 
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Bluetooth とその□ゴマークは、 Bluetooth SIGJNC. の商標で、ソニーはライセン 
スに基づさ使用しています。その他、本書に記載されているシステム名、製品名は、 
一般に各開発^一力一の登録商標あるいは商標です。 




こんなことがでをます 

本磯は、臣 lue 怕 0 th ® 無線技術を利用したワイヤレススピーカーシステムです。 

• 目 luetooth 対応音楽プレーヤー（携帯電話、デジタル S ュージックプレーヤー、 

臣 lue 怕 oth トランス S ッターを接続したデジタル S ュージックプレーヤー、 

パソコンなど）の音楽をワイヤレスで楽しむことがでさます。 

• 周囲の電波の影響による音切れが発をしにくい臣 lue 怕 oth 標準規格 Ver .2.0 十 EDR 採 
用。 

• 実効出力 30 W の八イパワーデジタルアンプにより、高音質かつ大迫力のサウンドを 
再現します。 

• 目 luetooth 無線技術に対応していないオーディオ機器とつなぐことのできる1アナ□グ 
入力装備。 

• テレビの側に置いても画面に影響を与えることが少ない防磁設計（防磁型/ JE 1 TA が)。 

Bluetooth 無線技術で接続し、ワイヤレスで音楽を楽しむ 

臣 luetooth 対応音楽プレーヤー（携帯電話、デジタルミュージックプレーヤー、 

Bluetooth トランス S ッターを接続したデジタル S ュージックプレーヤー、 

パソコンなど）ホ 1 か6送信されたステレオオーデイオ信号を受信し、音楽をワイヤレスで 
楽しむことがでさます。 



INPUT 端子にち線で接続し、ワイヤードで音楽を楽しむ 

INPUT 端テに接続した機器からの音楽を楽しめます。 



ホ 1 接続する Bluetooth 機器び、 A 2 DP (Advanced Audio Distribution Profile ) に対応して 
し)る必要があります。 

が JEITA は電モ情報技術産業協会の略称です。 
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巳 luetooth 接続でほう 

ここでは、音楽再生磯能に対応した Bluetooth 携帯電話か b 送信する音楽を本機で受信 
して聞く場合を例として説明します。 







準おずる 


本体と付属品を巧かめる 

本磯をお使いになる前に、すべてそろっているか確かめてください。 


• ワイヤレススピーカーシステム （1) 



• AC パワーアダプター （1) 

• AC パワーコード川 
• 取扱説明書 （1) 

• 保証書 （1) 

• ソニーご相談窓□のご案内 （1) 
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る部の名前とはた 6 を 



のの（電源）ボタン 

本機の電源を入れるとをに押しま 
す。本機の電源を切るとさは、巧し 
たままにします。 

回 ID SET (ペアリング）ボタン 

他の Bluetooth 機器とペア U ングす 
るとさに使います。 

固 VOLUME {音量） +/- ボタン 

音量を調節します。 

音量を最小または最大にしたとさ 
は、ビープ音が鳴ります。 

团電源ランプ（緑） 

固通信が態表ちランプ（青） 



固 DC IN 12 V 端モ 

付属の AC 7 (ワーアダプターをつなざ 
よ 9 〇 

回 INPUT (音楽入力）端子 

パソコンや、ポータブルオーディオ 
機器などのへッドホン端テにつなぎ 
ふ9 〇 
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電源について 



ごを意 


• AC パワーアダプターを抜さ差しする前に電源をお切りください。電源を入れたまま振去差 
しすると、誤動作の原因になる場合びあります。 

• この製品には、付属の AC パワーアダプター（極性統一形プラグ -J 曰 TA 規格）をご使用く 
ださい。付属外の AC パワーアダプターを使巧ずると、故障の原因になることびありま 



• AC パワーアダプターは容易に手び届くような電源コンセントに接続し、異常び生じた場合 
は速やかにコンセントから损いてください。 

• AC パワーアダプターを本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所に設置しないでくだ 
さい。 

• 火災や感電の危険をさけるために、 AC パワーアダプターを水のかかる場所や湿気のある場 
所では使用しないでください。また、 AC パワーアダプターの上に花瓶などの水の入ったも 
のを置かないでください。 


巧巧で使うときは 

付属の AC パワーアダプターは、 AC100 〜 240V、 50/60 Hz の範囲でお使いいただけま 
すので、世界中のほとんどのホテルおよび家庭用電源で使用できます。ただし、電源コ 
ンセントの形状は各国、各地さまざまですので、お出かけ前に旅行代理店などでお確か 
め < ださい。 

佈版） 

ごま意 

海が旅行者巧として巿販されている「電子式変圧器（トラベルコンバーター）」などはご使巧 
にならないで<ださい。故障の原因となることびあります。 




操作ずる 


Bluetooth 接続でほう 


目 luetooth 接続により、目 luetooth ステレオオーディオ再を機器で再生する音楽をワイヤ 


レスで楽しめます。 


巧続例 

D 



Bluetooth 携帯電話などの 
Bluetooth ステレオオーディオ 
再生機器 



ご注意 

接続する機器の使いかたについて詳しくは、お使いの機器に付属の取扳説明書をご覧くださ 
し、。 


ペアリングとは 


目 lue 怕 oth 機器では、あらかじめ、接続しようとする機器を登録しておく必要びありま 
す。この登録のことをペア U ングといいます。 

一度ペア U ングすれば、巧びペア U ングする必要はありませんび、政下の場合は再度ぺ 
ア U ングび必要です。 

• 修理を行ったなど、ペア U ング情報が消去されてしまったとき。 

• 9 台政上の機器をペア U ングしたとき。 

本機は含計8台までの Bluetooth 機器をペア U ングすることができます。8台分をペア 
U ングしたあと新たな機器をペア U ングすると、8台のなかで最後に接続した日時が最 
もちい機器のペア U ング情報が、新たな機器の情報で上書きされます。 

. 本機を初期化したとさ。 

すべてのペア U ング情報び消まされます。に 3 ページをご覧ください） 

ペア U ングの手順は、1日ページをご賣ください。 


本機のランプ表示にごいて 


状態 

電源ランプ（緑） 

通信状態表示ランプ（青） 

電源オン 

点灯 

消灯 

ペア IJ ングモード 

点滅 

点滅 

接続中および伝送中 

点灯 

点'口 
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ペアリングする 


操作をはじめる前に、政下の点をご確認ください。 
-本機び電源に接続されている。 

1 ID SET ボタンを7秒 ULb 巧し続ける。 



本機の電源ランプ（緑）と通信状態表示ランプ（青）び同時に点滅し始めたらボタン 
を放してください。本機がペア U ングモードになります。 

ごま意 

本機のペア U ングモードは、約日分で解除されます。手順び完了する前に本機のペアリン 
グモードび解除されてしまった場合は、もう一度手順1から操作を行ってください。 

2 Bluetooth ステレオオーディオ再生機器でペアリング操作を巧い、本機を 
検索ずる。 

検出した機器の一覧が Bluetooth ステレオオーディオ再生機器の画面に表示されま 
す。本徽ま rSRS-BT100J と表示されます。 

に RS-BT10 日」と画面に表示されない場合は、もう一度手順1から操作を行ってくだ 
さい。 

ごま意 

•ペア U ングするときは、両方の团 uetooth 機器を、 1 m 政巧に置いてください。 

•機器によっては検出した機器の一覧を表示でをない場合びあります。 

3 Bluetooth ステレオオーディオ再生機器の画面に表示されている 
rSRS-BT100J を選択し、決定する。 

4 Bluetooth ステレオオーディオ再生機器の画面でパスコード*の入力を要 
おされた 5 rooooj を入力する。 

* パスコードは、パスキー、 PIN コード、 PIN ナンバー、パスワードなどと呼ばれる場合 
がおります。 






5 接続ホ目手の Bluetooth 機器か SBIuetooth 接続してみる。 


お使いの機器によっては、ペア U ングが完了すると自動的に目 luetooth 接続を開始 
する場合びあります。 

正しく接続でさると、電源ランプ（緑）と通信状態表示ランプ（青）び両方とも点巧 
し、ペア U ング情報が本機に記録されます。 

ごま意 

巨 luetooth 接続び完了する前に本機または己 luetooth ステレオオーデイオ再生機器の電源 
を切った場合、ペアリング情報び記録されず、ペア U ングび完了しません。 

巧出した機おの一質を表示できない Bluetooth ステレオオーデイオ再生煤おや画 
面がない機巧とペアリングずるとをは 

本機と己 luetooth ステレオオーデイオ再生機器の両方をペア U ングモードにすることでペア U 
ングできる場含びあります。詳しくは、お使いの己 luetooth 機器に付属の取扱説明書をご覧く 
ださい。 

ペアリングびち了しないとをは 

もう一度手順 1 から行ってください。 

安ヒント 

複数の团 uetooth 機器とペアリングするには、ペアリングしたい機器ごとに手順 1 〜 5 を繰り返 
して < ださい。 

ごま意 

本機のパスコードは「0日日0」に固定されています。パスコードび「0日日0」でない团 uetooth 
ステレオオーデイオ再生機器とペア U ングすることはでさません。 


音楽を聞< 


本機は SCMS - T 方式のコンテンツ保護に対応しています。 SCMS - T 方式対応の携帯電話 
やワンセグ TV などの音楽（または音靑）を、本機で間くことびできます。 

操作をはじめる前に、政下の点をご確認ください。 

-己 luetooth ステレオオーディオ再生機器の团 ue 阳 oth 機能び有効になっている。 

-本磯と Bluetooth ステレオオーディオ再生機器のペア U ングび完了している。 

-本機の INPUT 端子につないだ外部機器の音楽を聞いていた場合は、再生を止めるか、外部機器の 
電源を切る。 

1 本機の の ボタンを巧して電源を入れる。 

2 Bluetooth ステレオオーデイオ再生機器か6本機へ、 Bluetooth 接続を開 
始ずる。 
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3 Bluetooth ステレオオーディオ再生機器で再生を始める。 

ごま意 

バスブースト機能やイコライヴー機能は無効にしてください。これらの機能び有効になっ 
ていると音びひずむことびあります。 

4 音量を調節する。 

目 luetooth ステレオオーディオ再生機器を適度な音量にして、本機の VOLUME +/- 
ボタンで調節します。 

ごま意 

音量を最ルまたは最大にしたとをは、「ピピッ」というビープ音び聞こえます。 

ごま意 

• 政下の場合、もラー度臣 luetooth 接続をする必要があります。 

-本機の電源び切れている。 

-巨 luetooth ステレオオーディオ再生機器の電源び切れている、または团 uetooth 機能び無 
効になっている。 

-本機または巨 luetooth ステレオオーディオ再生機器の巨 luetooth 機能がス U —プ状態に 
なっている。 

-巨 luetooth 接続び切断されている。 

• 本機と目 luetooth ステレオオーディオ再生機器が Bluetooth 接続されている場合（電源 
ランプ（緑）と通信状態表示ランプ（青）が両方とち点灯している場合)、 INPUT 端子 
に接続した機器からの音楽は間こえません。 INPUT 端子に接続した機器か b の音楽を 
聞くとさは目 luetooth 接続を切断してください。 

使い終わるには 

しソ下の手順のいずれかで Bluetooth 接続を切断してください。 

-Bluetooth ステレオオーディオ再生機器を操作して接続を切断する。詳しくは、機器に付属 
の取扱説明書をご覧ください。 

-己 luetooth ステレオオーディオ再生機器の電源を切る。 

-本機の電源を切る。 

をヒント 

AVRCP (Audio Visual Remote Control Profile) VOLUME UP/DOWN に対応した 
巨 luetooth ステレオオーディオ再生機器と接続してお使いの場合は、巨 luetooth ステレオオー 
ディオ再生機器から本機の音量を調節でをまず。詳しくは、お使いの機器に付属の取扱説明書 
をご覧ください。 

ごま意 

お使いの機種によっては、本機の音量を正しく調節でをない場含びあります。 
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INPUT 端子に接続してほう 

INPUT 端子に接続した機器からの音楽を楽しめます。 



ご注意 

接続する機器の使いかたについて詳しくは、お使いの機器に付属の取扱説明書をご覧ください。 

接続する 


接続〕ード RK - G 136 (別売り） 



1 月 U 売りの接続コード RK - G 136 で、接続したい機器のヘッドホン端子と本 
機の INPUT 端子を接続する。 


ちスピーカーか6音が出ないとまは 

モノラルジャックに接続したとさは、左スピーカーか b しか音び出ないことがありま 
す。別売りのプラグアダプター PC -236 MS を使ラと左ちのスピーカーか b 音が出ます。 
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標準タイプのへッドホンジャック（カセットデッキなど）に接続す 
るには 

別売りの接続コード RK - G 136 およびプラグアダプター PC -234 S 、 または別売りの接続 
コード RK - G 136 および RK - G 138 をお使いください。 


音楽を聞< 



操作をはじめる前に、政下の点をご確認ください。 

-Bluetooth ステレオオーディオ再生機器の音楽を聞いていた場含は、团 uetooth ステレオ 
オーディオ再生機器との接続を切る。 

1本機の (!) ボタンを押して電源を入れる。 

2接続した機器を再生する。 

3音量を調節する。 

接続した機器を適度な音量にして、本機の VOLUME +/-ボタンで調節します。 

ごま意 

音量を最ルまたは最大にしたとをは、「ピピッ」といラビープ音び聞こえます。 


4使用後は、&ボタンを巧したままにして電源を切る。 

電源ランプが消'なします。 




ご注意 

• ラジオまたはチューナーを内蔵した機器に接続した場合、ラジオ放送び受信できな 
かったり、感度び大幅に低下する場合があります。 

• 接続する機器のバスブースト機能やイコライヴー機能は無効にしてください。これら 
の機能び有効になっていると、音びひずむことがあります。 

• へッドホンジャックが LINE OUT 端テを兼用している機器に接続した場合は、接続機 
器の出力を LINE OUT 出力に設定することで、より高音質でお楽しみいただけます。 
出力設定の操作について詳しくは、お使いの機器に付属の取扱説明書をご覧くださ 
い。 

• 本機と目 luetooth ステレオオーディオ再生機器び目 luetooth 接続されている場合情源 
ランプ（緑）と通信状態表示ランプ（青）び両方とも点巧している場含)、 INPUT 端テ 
に接続した機器からの音楽は聞こえません。 INPUT 端子に接続した機器からの音楽を 
聞くときは Blue 怕 oth 接続を切断してください。 


20 



その他 


正し<ぉほいいただ<ために 

Bluetooth 通信について 


• 己 luetooth 無線技術ではおよそ 10m 程度 
までの距離で通信でをますが、障善物 
(人体、金属、壁など）や電波状態に 
よって通信有効範囲は変動します。 



■ 最適 感度 
■ 制限感度 


• Bluetooth 通信は挡_下の状況において、 
通信感度に影響を及ぼすことびありま 
す。 

-本機と团 uetooth 機器の間に人体や金 
属、壁などの障善物びある場合 
-無線 LAN び構築されている場所や、電 
テレンジを使庙中の周辺、その他電磁 
波び発生している場所など 
一金属製の棚の中に本機を設置している 

a ム 
口 

• Bluetooth 機器と無線 LAN 

(IEEE 802.11 b/g) は同一周波数帯 
(2.4 GHz) を使用するため、無線 LAN 
を搭載した機器の近辺で使巧すると、電 
波干渉び発生し、通信速度の低下、雑音 
や接続不能の原因になる場合びありま 
す。この場合、次の対策を行って<ださ 
い。 

一本機と携帯電話を接続するとをは、無 
線 LAN から1日 m 政上離れたところで行 
ラ。 

-10 m 切内で使巧する場合は、無線 LAN 
の電源を切る。 

-本機と团 uetooth 機器をでさるだけ近 
付ける。 


• 团 uetooth 機器び発生する電波は、電子 
医療機器などの動作に影響を与える巧能 
性びあります。場合によっては事故を発 
生させる原因になりますので、次の場所 
では本機および携帯電話の電源を切って 
<ださい。 

-病院の/電車内/航空機内/ガソ U ン 
スタンドなど引乂性ガスの発生する場 
所 

一自動ドアや火災報知機の近< 

•本機は、日 luetooth 技術を使巧した通信 
時のセキュ U ティとして、团 uetooth 標 
準規格に準拠したセキュ U ティ機能に対 
応していますび、設定内容などによって 
セキュリティび充分でない場合びありま 
す。己 luetooth 技術を使巧した通信を行 
ラ際はご注意ください。 

• Bluetooth 技術を使用した通信時に情報 
の漏巧び発生しましても、弊社としては 
一切の責任を負いかねますので、あらか 
じめご了承ください。 

. 本機はすべての团 uetooth 機能対応磯器 
とのワイヤレス接続を保証するちのでは 
ありません。 

-接続ずる团 uetooth 機能対応機器は、 
Bluetooth SIG の定める Bluetooth 標 
準規格に適合し、認証を取得している 
必要びあります。 

一接続ずる機器び上記 Bluetoo 化標準規 
格に適含していてち、機器の特性や仕 
様によっては、接続でをない、操作ち 
法や表示-動作び異なるなどの現象び 
発生する場合びあります。 

• 接続する機器によっては、通信びできる 
よラになるまで時間びかかることがあり 
ます。 
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携帯電話と使用する場合の 
ごま意 

• 本機と携帯電話を巨 luetooth 接続しても、 
通話に使巧することはでさません。 

• 携帯電話から本機へ音楽をを信している 
とさに、着信びあった場含の携帯電話の 
動作について、詳しくはお使いの携帯電 
話の取振説明書をご覽ください。 

安を上のごま意 

まをについて： 

付属の AC パワーアダプターをお使いに 
なるとさは、家庭用電源コンセント （AC 
100〜240 V)につないでお使いくださ 
し、。 

AC パワーアダプターについて： 

AC ノ f ワーアダプターを抜くとさは、 
コードを引っ張らずに、必ず AC パワー 
アダプターを持って抜いてください。 

留守にずるとをは： 

本機ののボタンを押しただけでは、電源 
は完全に切れていません。 

ご旅行などで長い間お使いにならないと 
さは、必ず AC パワーアダプターをコン 
セントか b 抜いてください。 

異物にごいて： 

特に、ジャック部には異物を入れないで< 
ださい。故障や事故の原因になります。 

異常や不具合び起きた5: 

万一、異常や不具合び起さたとさや異物 
び中に入ったとさは、すぐに AC パワー 
アダプターを抜さ、お買い上げ店または 
ソニー サービス窓□にご相談ください。 


取0扱い上のごま意 

• スピーカーユニット、内蔵アンプ、キャ 
ビネットは精密に調整してあります。分 
解、改造などはしないでください。 

• 次のよラな場所には置かないでくださ 
い。 

一直射日光の当たる所、暖房器具の近く 
など、温度の高い所。 

一窓を閉め切った自動車の（特に夏 
季）。 

一風呂場など、湿気のをい所。 

-ほこりのをい所、砂地の上。 

一時計、キャッシュカードなどの近く。 
(防磁設計になっていますび、録音済 
みテープや時計、キャッシュカード、 

フ□ッピーディスクなどは、スピー 
カーの前面に近づけないで<ださ 
い。） 

• 平らな場所に設置してください。 

•設置条件によっては、倒れたり落下し 
たりすることがあ0ます。貴重品など 
を近くに置かないで<ださい。 
•持ち運ぶ際、フ□ッピーディスクやク 
レジットカードなど磁気の影響を受け 
る物は、スピーカーシステムの近くに 
置かないで < ださい。 

•キャビネットが巧れたとさは、中性洗 
剤をかし含ませた柔らかい巧でふいて 
ください。シンナー、ベンジン、アル 
コールなどは表面の仕上げを傷めます 
ので、使わないでください。 


22 



モニター画面にをむ 6 び起き 
たら 

このスピーカーシステムは防磁型 
(JEITA) のため、モニターのそばに置い 
て使ラことがでさますび、モニターの種 
類により色むらび起こる場合がありま 
す。 

をむ5び起きた6 

いったん モニターの 電源を切り、1 己〜 
30分後に再び電源を入れてください。 

それでををむ6び巧るときは 

スピーカーをさ5にモニターから離して 
<ださい。 

さ6に 

スピーカーの近くに磁気を発生するもの 
がないよラにごミ主意ください。スピー 
カーとのホ目互作用により、色むらを起こ 
す場合びあります。 

巧気を発をずる物 

ラック、置さ台の扉に装着された磁石、 
健康器具、玩具などに使われている磁石 
など。 


その他のごま意 

他に疑問点や問題点がある場合は、ちラー 
度この取扱説明書をよく読んでから、ソ 
二一の相談窓□またはお買い上げ店にご相 
談ください。 


本機を初期化する 

本機を工場出荷時の設定に戻し、すべて 
のペア U ング情報を削除します。 

1 本機の電源が入っている場含 
は、 む ボタンを巧したままにし 
て電源を切る。 

2む ボタンを巧したまま 、 ID SET 
ボタンを7秒！; Lb 巧し続ける。 

電源ランプ（緑）と通信状態表示ラン 
プ（青）び同時に4回点滅し、本機び 
工場出荷設定に戻ります。すべての 
ペア U ング情報が削除されます。 
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巧障かな？とおった 6 

修理にお出しになる前に、もラー度点検 

してください。それでも正確に動作しな 

いときは、お買い上げ店またはソニー 

サービス 窓 □、 ソニーの 相談窓□にお問 

い合わせ < ださし、。 

共通 

音び出ない 

-► 本機と再生機器の電源が入っているか確 
認する。 

-► 本機の音量を上げる。 

-► 再生機器の音量を音びひずまない範囲で 
でさる限り大をくする。音量の調節につ 
いては、再生機器に付属の取扱説明書を 
ご覧ください。 

-► 本機と再生機器を正しく接続しているか 
確認する。 

音がかさい 

-► 再生機器の音量を音びひずまない範囲で 
でさる限り大をくする。音量の調節につ 
いては、再生機器に付属の取扱説明書を 
ご覧ください。 

-► 本機の音量を上げる。 

音がひずむ 

-► 再生機器の音量を音びひずまな < なるま 
で下げる。音量の調節については、再生 
機器に付属の取扱説明書をご覧<ださ 
い。 

-► 再生機器のバスブースト機能を無効にす 
る。 

-► 本機の音量を下げる。 

音び割れる、またはノイズび 
出る 

-► 本機と再生機器を正しく接続してし)るか 
確認する。 

-► 再生機器をテレビに近ずざる所に設置し 
ていないか確認する。 


電源ランプびち6つ< 

—► 音量を上げたときに電源ランプびちらつ 
くことびありますび、故障ではありませ 
Aj 。 

Bluetooth 接続で使用し 
たとを 

音び出ない 

—► 本機と团 uetooth ステレオオーディオ再 
生機器の距離び離れすざていないか、無 
線 LAN や他の 2. 4 GHz 無線機器や電子 
レンジなどの影響を受けていないか確認 
する。 

—► 本機と团 uetooth ステレオオーディオ再 
生機器を正しく Bluetooth 接続している 
か確認する。 

—► 本機と巨 luetooth ステレオオーディオ再 
生機器を再度ペア U ングする。 

音び途切れた D 、 通信距離び 
短ぃ 

■►無線 LAN や他の团 uetooth 機器、電子レ 
ンジを使用している場所など、電磁波を 
発生する機器びある場合は、その機器か 
ら離れてご使巧ください。 

—► 本機と巨 luetooth 機器との間に障害物び 
ある場合は、障害物を避けるか取り除い 
て < ださい。 

本機と团 uetooth 機器をできるだけ近付 
ける。 

一本機の位置を変える。 

一接続相手の团 uetooth 機器の位置を変え 
る。 

ペアリングでをない 

-► 本機と团 uetooth 機器をできるだけ近付 
ける。 

映像よ0音び遅れる 

■►テレビや DVD を見ている場合、音び映 
傲より遅れて聞こえる場合びあります。 
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Bluetooth 巧術にごいて 

臣 luetooth 無線技術は、パソコンやデジタルカメラなどのデジタル機器同±で通信を行 
ラための近距離無線技術です。およそ10 m 程度までの距離で通信を行ラことびでさま 
す。必要に応じて2つの機器をつなげて使うのが一般的な使い方ですび、1つの機器に同 
時に複数の機器をつなげて使ラ*ことちあります。 

無線技術によって USB のように機器同±をケーブルでつなぐ必要はなく、また、ホが線 
技術のよラに機器同±を向かい合わせたりする必要もありません。例えば片方の機器を 
かばんやポケットに入れて使ラことちでさます。 

臣 luetooth 規格は世界中の数千社の会社び賛同している世界標準規格であり、世界中の 
さまざまな;一力一の製品で採用されています。 

* 本機では一度に複数の機器を接続することびでをません。 


Bluetooth 機能の巧応パージョンとプ□ファイル 

プ□ファイルとは、 Blue 怕 oth 製品の特性ごとに機能を標準化したものです。本機は下 
記の Bluetooth バージョンとプ□ファイルに対応しています。 


対応 Bluetooth バージョン： 

团 uetooth 標準規格 Ver. 2. 日準拠 
対応 Bluetooth プ□ファイル： 

- A2DP (Advanced Audio Distribution Profile) 

- AVRCP (Audio Visual Remote Control Profile) VOLUME UP/DOWN 
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保証書とアフターサービス 


偏正書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子び悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでを具合の悪いときは 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓□のご案内」にあるお近くのソニーサービス窓 □ 
にご相談ください。 

保証巧聞中の修埋は 

保記書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは保詔書をご覧ください。 

巧証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望により有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではワイヤレススピーカーシステムの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要 
な部品）を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部品保有期間を修理巧能期間とさせ 
ていただをます。な有期間び経過したあとち、故障箇所によっては修理可能の場合があります 
ので、お買い上げ店またはソニーサービス窓□にご相談ください。 
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をな仕様 

スピーカー部 

お式 

フルレンジバスレフ型防磁型 （ JEITA * 1 ) 

巧用スピーカー 

直径9日 mm 

インピーダンス 

4 a 

定格入力 

15 W 

最大入力 

30 W 

ァンプ部 

実効出力 

15 W +15 W (全高調波歪1日％、1 kHz 、 
4が （J 曰 TA * i ) 

音質巧正回巧 

MEGA BASS 回路 

入力 

ステレオ S ニジャック X1 

入カインピーダンス 

4.7 kQ (1 kHz ) 

電源部-その他 

電源 

DC 12 V (付属の AC パワーアダプターを接 
続して AC 10 日〜240 V 電源から使巧） 

最大巧おマミち 

約 400 x 160 x 175 mm (幅/高さ/契行き） 

質量 

約 2.5 kg 

通信方式 

Bluetooth 標準規格 Ver 2.0+ EDR 

出力 

Bluetooth 標準規格 Power Class 2 

巧。周波数帯な 

2.4 GHz 帯 （ 2.4000 GHz 〜2.483日 GHz ) 

最大通信距離 

見通し距離約1日 m * 2 

畑ち Bluetooth プ□ファイル 

A 2 DP (Advanced Audio Distribution 
Profile ) が 


AVRCP ( Audio/Visual Remote Control 
Profile)VOLUME UP/DOWN 

巧応コーデック * 4 

SBC が， MP 3 

対応コンテンツ保護（受信時） 

SCMS - T ち式 

付属品 

AC パワーアダプター （1) 

AC パワ ー]- ドが （1) 

取扳説明書 （1) 

保罰書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

ホ 1 J 曰 TA は電デ情報技術産業協会の略称で 
す。 

が通信距離は目まです。周囲環境により通 
信距離び変わる場合びあります。 
* 3 Bluetooth プ□ファイルとは 、 Bluetooth 
製品の特性ごとに機能を標準化したちの 
です。 

音楽圧縮変換ち式のこと 
が Subband Codec の略 
が付属の AC パワーコードは本機専用です。 
他の機器ではご使用になれません。 


別売 D アクセサリー 

プラグアダプター: PC -234 S (ステレオ標 
準プラグトステレオ S ニジャック）、 
PC -236 MS (ミニプラグーステレオミニ 
ジャック） 

接続]-ド： RK - G 129 (ステレオミニプラ 
グ^ビンプラグ)、 RK - G 136 (ステレオミ 
ニプラグトーステレオミニプラグ （1.5 m )、 
RK - G 138 (ステレオ2ウェイプラグトーステ 
レオミニジャック） 

本徽ま Fraunhofer IIS および Thomson の 
MPEG Layer -3 オーディオコーディング技 
術と特許に基づく許語製品です。 

本機の仕様および外観は、改良のため予告 
なく変更することびありますび、ご了承く 
ださい。 


ソニーの 相談窓□のご案内 

本磯についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるとさのご相談につい 
ては、下記のお問い含わせ先をご利巧ください。 

ホームページで調べるには 

- ► AV 関連商品-アクセサリーカスタマーサポートへ 

( http :// www . sony . co . jp / av - acc ) 

Bluetooth アクセヴ U —商品に関ずる最新サポート情報や、よくあるお問い含 
わせとその回答をご案内しています。 

電話- FAX でのお問い合わせは 

ーソニーの相談窓□へ（下記電話* FAX 番号） 

お問い合わせの際は、：欠のことをお知らせください。 

セツト本体に関ずるご質問時： 

-型名： SRS - BT 100 

一製造（シリアル）番号：本体底面のラベルに記載 
一ご相談内容：できるだけ詳しく 
-お買い上げ年月日 

接続に関ずるご質問時 

質問の内容によっては、本機に接続される機器についてご質問させていただく場合 
びあります。事前にわかる範囲でご確認いたださ、お知らせください。 


よくあるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームページをご活用くださし、。 

http://www.sony.co.jp/support 


巧い方巧談な口 


フ I 」ーダイヤル 

. 0120 -333-020 

携帯電話. PHS •—部の IP 電話 

046 巨 -3 1-2 已 11 


麽剛設•な □ 


フリーダイヤル 

. 0120 -222-330 

携帯電話’ PHS •—部の IP 電話 

. 0466 -31-2531 

※取扱説明書-リモコン等の購入相談は 
こちらへお問い合わせください。 



FAX ( 共适） 0120 -333-389 


上記香号へ接続を、最初のガイダンスが流れている間に 
r 309 j + r # j を押してください。直接、担当窓□へおつなざします。 


ソニー 株式会社 〒 ] 08-007 己東京都港区港南1 -7- 1 
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